
















Blood Components Involving Acceleration of Erγthrocyte Sedimenta-
tion Rate， Particularly Red Cell Shape Factors 
(赤血時沈降速度元進に関与する血液成分、赤血球形状因子)









n(C;LR)、Hemoglobin (I lC (3)との聞に強い相関が認められた。
赤沈とGLB、BGsの関連をみるために赤沈を同的安数にした重回帰式を求めたところ、亦沈値ーヲ
ー2.2546x HGB + 9.6238 x GしB+15.7124を得た。予測l式に20，()26人のGLB、日GB値を代入して得られた赤
沈の予測値と実測備の莞(残業)の大きさから対象を 6訴にわけ、各都の血液検査値の特徴を調べた。残
差が-11mm以下の群0.80%(168/20，926)のHGH、MCH、MCVの分布は他の群に比較して、大小不問、
奇形などの性質を含む特徴的分布を示した。
【結論】これまで赤沈への影響肉子として血紫蛋向成分のー部と赤血球数、 11GBが報告されている。それ
らは今回の多項目向動分析法と多変量解析において同様の結果であることが確認された。他方、赤沈値に
直接関連するのはGLHとHGBであり、それらは加齢に随伴すること、亦沈が赤血球系検査値と負相関因子
であるとされていたにも関わらず、赤血球大小不1Li]、奇形赤血球性貧血の場合は亦沈値を抑制することが
証明された。以上の結果から赤沈現象は加齢に随伴する血祭蛋白量増加が主悶子であるものの赤血球奇形
形状がレオロジー学的に赤沈抑制因子となることを見いだした。
論文審査の結果の要旨
赤血球沈降速度(赤沈)は簡便性と臨床的有用性から未だ臨床検査領域で多用される現状にある。赤沈
現象は赤血球の連銭形成から始まる一連のレオロジー的作用により生じた赤血球の凝集焼が沈降するもの
であり、本過程への影響因子として血紫蛋白、測定温度、貧血などが既に知られている。本研究は最近多
項目何時検査法による各種臨床化学検査偵と赤沈との関連を健常成人20.926例を対象として多変量解析を行っ
たものである。
単相関分析では赤沈と加齢の影響を受ける項目聞に、偏相関分析では赤沈とグロプリン・ヘモグロビン
の間に有意の相闘が認められた。次いで、亦沈とグロプリン・ヘモグロビンから重回帰式赤沈値=
-383-
-2.2516Xヘモグロビン霊→9.6238xグロプリン量ト15.7124が作成され、木式にグロプリン、ヘモグロビ
ン植を代入して予測赤沈怖が求められた。他)J-、赤沈の予測値と実測舶の問に軍離例が見られ、それらは
MCV' MCH・ヘモグロビンの3者が共に低値の症例であり、赤沈の実測値が予測値より偶値を示してい
た。またMCV.MCH・ヘモグロビン量が低値になるほど事離の幅は大きくなっていた。赤血球が血紫中を
沈降する際、ヘモグロビンが低値であるほど沈降への抵抗が少なくなることから、赤沈とヘモグロビン間
には負の相関を示すとこれまでは認識されていたが、今日の分析結果では、 MCV'MCH・ヘモグロビン
の3者が共に低値の症例では、赤沈が促進せずに、むしろ遅延することが証明された。それらの症例の赤
血球は、亦血球数に比してへマトクリット、ヘモグロビン量が少なく大小不問、奇形などの不整形状をと
る。不整赤血球は、均一形状赤血球に比較して連銭形成の進行が阻害され赤血球の減集が遅れるために、
その結果として赤沈の抑制が発牛ーしたことを示していた。
これらの多変量解析手法を用いた赤沈相解析において、赤血球形状の均一性が赤説;へ影響することを指
摘したことは、血球レオロジー学的な面から極めて重要な知見である。以上のことからみ;著者は博士(医
学)の学位を授与するに値するものと判定された。
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